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学校の実践から学ぶ！
～クラウド活用×学習の見通し編～

令和７年１２月２日（火）
GIGA StuDX推進チーム プチ学習会

※リーディングDXスクール指定校の事例をもとに作成



LDX指定校の取組内容【GIGA×指導の工夫・改善】

令和6年度リーディングDXスクール事業 報告書【Ⅱ－B】の集計による



子供は自分で学びを進められるようになっていく

今日は何を学習するの？

この次は何をするのかな？

教師の丁寧な指導の積み重ねが不可欠

学習の見通しを提示



自分で学びを進める力をつける
出典：R6リーディングDXスクール事業実践事例（埼玉県久喜市立鷲宮西中学校）

学習の流れを確認 友達と学ぶ

1人で学ぶ

取り組む順番

クリアするレベル

時間配分



4

学習の流れを提示

学習のペースや方法を自分で決められる
出典：R6リーディングDXスクール事業実践事例（福岡県苅田町立新津中学校）
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必要な資料も事前に共有

出典：R6リーディングDXスクール事業実践事例（新潟市立大野小学校）



端末画面を分割して学習の流れを提示

出典：R6リーディングDXスクール事業実践事例（沖縄県嘉手納町立嘉手納小学校）

108_2.pdf

いつでも何度でも めあてに戻れる

https://leadingdxschool.mext.go.jp/wp/wp-content/uploads/2025/06/108_2.pdf
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 単元を通した学習の流れを共有

出典：R6リーディングDXスクール事業指定校（天草市立本渡中学校）

学習の進捗を把握できる
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問題を解く手順も共有

出典：R6リーディングDXスクール事業指定校（天草市立本渡中学校）

1人でも安心して学べる
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学習に必要な事項を１枚のシートで共有

出典：R6リーディングDXスクール事業実践事例（新潟市立大野小学校）
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安心して学びを継続できる

いつでもどこでも何度でも確認

出典：R6リーディングDXスクール事業実践事例（沖縄県沖縄市立コザ中学校）
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学習の見通しを共有することで

・目標が明確になり、何を学ぶのかがわかる
・いつでもどこでも何度でも必要なタイミングで確認できる

・個に応じた指導や支援を充実できる
・子供へ「見通し」の確認を促すことが容易になる

子供は

教師は

主体的に学び続ける子供の育成へ

→自分で学びを進められる力をつける

・めあてと振り返りが結びつき、次の学習の見通しへつながる
・ペースや時間配分も自分で調整できる

→学びの方向性を見失わない
→安心して学びを継続できる
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リーディングDXスクール事業ポータルサイト

リーディングDXスクー
ル事業ポータルサイト

https://leadingdxschool.mext.go.jp/
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